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こ
の
度
の
村
長
選
挙
に

お
き
ま
し
て
４
期
目
の
当

選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
振
り
返
っ
て
見
ま

す
と
村
を
何
と
か
し
た
い

と
の
思
い
か
ら
「
人
が
訪

れ
る
村
訪
れ
た
く
な
る

村
」
を
掲
げ
て
、
小
さ
く

て
も
活
気
の
あ
る
村
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
、「
交
流
の

中
か
ら
定
住
を
」
を
柱
に

村
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

３
期
12
年
間
、
村
民
の

皆
様
方
の
ご
支
援
、
御
協

力
に
よ
り
務
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の

ご
支
援
ご
協
力
に
ま
ず

も
っ
て
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
村
政
を
担
う
よ

う
に
な
っ
た
時
の
人
口

は
６
２
２
人
で
し
た
。

６
０
０
人
を
維
持
し
た
い

と
「
う
る
ぎ
６
０
０
走
る

村
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
村
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
今
の
売
木

村
の
人
口
は
４
７
５
人
で

す
。

　

ま
た
「
交
流
中
か
ら
定

住
」
を
と
村
づ
く
り
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
人
口
は

少
な
く
て
も
色
々
な
人
材

が
居
る
こ
と
で
村
づ
く
り

に
も
幅
が
で
き
ま
す
。
こ

こ
10
年
来
は
Ⅰ
タ
ー
ン
者

が
増
え
て
お
り
、
若
い
皆

さ
ん
が
育
っ
て
き
て
も
お

り
、
そ
の
成
果
は
着
実
に

　

総
務
大
臣
か
ら
、

売
木
村
担
当
の
行
政

相
談
委
員
に
、
岡
田

ち
よ
さ
ん
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員

は
、
行
政
な
ど
に
つ

い
て
の
相
談
に
応
じ

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
り
、
関
係
す
る
役

所
な
ど
に
連
絡
し
た

り
し
ま
す
。
定
例
相

談
の
ほ
か
、
自
宅
で

も
皆
さ
ん
の
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、

岡田 ちよ さん　委嘱行政相談委員に

表
れ
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
人
口
維
持
の
難
し
さ

も
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
来
る
リ
ニ

ア
時
代
に
は
、
今
の
村
の

環
境
を
残
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は

村
に
体
力
が
無
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
は
、
今
の
環
境

は
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
村

の
担
い
手
と
な
る
人
が
大

事
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
定
住
人
口

増
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

保
育
園
か
ら
学
校
が
維
持

で
き
、
人
が
居
る
こ
と
で

高
齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
、
自
然
環
境
も
守
れ
、

環
境
の
良
い
中
で
子
育
て

を
し
た
い
と
い
う
人
が
増

え
、人
も
物
も
循
環
す
る
。

村
作
り
に
、
引
き
続
き
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
今
ま
で
培
っ
た
人

脈
を
活
か
し
て
、
進
め
て

き
た
事
業
を
安
定
さ
せ
、

私
の
集
大
成
と
し
て
次
代

を
担
う
皆
さ
ん
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
で
き
る
よ
う
に
、

　今年に入り、飯田下伊那で火災が多く発生してい
ます。売木村内でも２件の火災が発生しているため
売木村消防団による夜間警戒を実施します。
　火を取り扱う際は十分注意し、火事を未然に防ぎ
ましょう。

売木村消防団夜警のお知らせ 実施予定日
７月31日（水）
８月30日（金）
９月30日（月）
10月31日（木）
11月29日（金）

※12月は年末夜警を実施

困
っ
た
こ
と
、
分
か
ら
な
い

こ
と
な
ど
一
人
で
悩
ま
ず
、

お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
一
度
、
村
づ
く
り
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
村
民
皆
様
方
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

売
木
村
長

　清 

水 

秀 

樹

売
木
村
長

　清 

水 

秀 

樹

持
続
可
能
な
村
づ
く
り

持
続
可
能
な
村
づ
く
り

村
長
就
任
あ
い
さ
つ



広　報　う　る　ぎ 第１４８号（3）　令和６年８月

条

　
　
　例

報

　
　
　告

補
正
予
算

補
正
予
算

人

　
　
　事

議
会
だ
よ
り 

そ
の
１

売
木
村
議
会
定
例
会

売
木
村
議
会
臨
時
会

　

令
和
６
年
第
2
回
売
木
村
議
会

定
例
会
が
6
月
4
日
か
ら
11
日
ま

で
8
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
付
議
事
件
16
件
が
上
程
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

④
売
木
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
（
地

方
税
法
の
改
正
）

⑤
売
木
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
（
税
額
の
改
正
等
）

⑥
令
和
５
年
度
売
木
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い

て
（
7
、0
5
0
千
円
増
額
）

⑦
令
和
５
年
度
売
木
村
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
（
一
般
会

計
）
に
つ
い
て
（
８
事
業
・

2
２
３
、２
５
０
千
円
）

⑧
令
和
５
年
度
売
木
村
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
（
簡
易
水
道
特

別
会
計
）
に
つ
い
て
（
１
事

業
・
1
4
、9
0
0
千
円
）

⑨
売
木
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
（
税
率
の
改
正
等
）

⑩
売
木
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

１
号
）
に
つ
い
て
（
事
業
収

益
1
千
円
増
額
、
事
業
費
用

1
1
1
千
円
増
額
、
資
本
的
支

出
6
0
0
千
円
増
額
）

①
議
長
選
挙
に
つ
い
て

　

（
後
藤
和
彦
氏
・
指
名
推
薦
）

②
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　

（
松
村
尚
重
氏
・
指
名
推
薦
）

③
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
（
全
員
・
議
長
に
よ
る
指

名
）

④
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
（
松
村
尚
重
氏
、
村

松
松
美
氏
、
後
藤
智
治
氏
、
小

林
久
修
氏
・
議
長
に
よ
る
指

名
）

⑤
南
信
州
広
域
連
合
議
会
議
員
の

選
出
に
つ
い
て
（
後
藤
和
彦

氏
・
議
長
に
よ
る
指
名
）

請
願
・
陳
情

①
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
・
拡
充
」
を
求
め
る
請

願
書
に
つ
い
て
（
採
択
）

②
「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進

と
教
員
増
の
た
め
の
教
育
予
算

確
保
」
を
求
め
る
請
願
書
に
つ

い
て
（
採
択
）

③
「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑

み
、
へ
き
地
手
当
等
支
給
率
を

近
隣
県
並
み
の
水
準
に
戻
す
こ

と
」
を
長
野
県
知
事
に
求
め
る

請
願
書
に
つ
い
て
（
採
択
）

⑪
令
和
６
年
度
売
木
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ

い
て
（
5
3
、0
8
4
千
円
増

額
・
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
伝
送
路
工
事
・

緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事

業
）

⑫
令
和
６
年
度
売
木
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保

険
事
業
）
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

　

（
１
、１
１
３
千
円
増
額
・
制

度
改
正
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
改

修
）

⑬
令
和
６
年
度
売
木
村
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

（
43
千
円
増
額
・
印
刷
費
）

⑭
令
和
６
年
度
売
木
村
介
護
保
険

特
別
会
計
（
介
護
保
険
事
業
）

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い

て
（
増
減
な
し
）

⑮
令
和
６
年
度
売
木
村
簡
易
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て
（
事
業
収

益
1
千
円
増
額
、
事
業
費
用

5
0
5
千
円
増
額
、
資
本
的
支

出
2
、6
4
0
千
円
増
額
）

⑯
令
和
６
年
度
売
木
村
農
業
集
落

排
水
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

　

令
和
６
年
第
2
回
売
木
村
議
会

臨
時
会
が
7
月
25
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
付
議
事
件
9
件
が
上
程

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す

⑥
下
伊
那
南
部
総
合
事
務
組
合
議

員
の
選
出
に
つ
い
て
（
後
藤
智

治
氏
、
村
松
松
美
氏
・
議
長
に

よ
る
指
名
）

⑦
売
木
村
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
（
日
髙　

昇
氏
・
同
意
）

⑨
令
和
６
年
度
売
木
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ

い
て
（
1
0
、7
8
0
千
円
増

額
・
こ
ま
ど
り
の
湯
修
繕
工

事
）

て
（
保
険
料
の
改
定
）



広　報　う　る　ぎ 第１４８号　（4）令和６年８月

～これからの村政を託す議会議員の紹介～
◆議長　後藤和彦氏　　◆副議長　松村尚重氏　　◆常任委員長　後藤智治氏
◆議員　村松松美氏　◆議員　圓口 寛氏　◆議員　小林久修氏　◆議員　日髙 昇氏

 ７月に改選の売木村議会は、臨時議会を７月25
日に招集し、正副議長及び、常任委員長が推薦
により決定しました。
　そのほか、議会運営委員長には副議長が選任
され、南信州広域連合議会議員には、議長、ま
た、監査委員には日髙昇氏が選任されました。
　なお、今回の議会議員選挙は無投票となり、
選挙公報は発行しませんでしたので、この原稿
を今回の広報うるぎに掲載させていただきまし
た。（掲載順は、届け出順）原本のまま掲載

『議会に臨む議員の決意・抱負』

売木村議会だより その2売 木 村 議 会 だ よ り その2

初議会の様子



広　報　う　る　ぎ 第１４８号（5）　令和６年８月



広　報　う　る　ぎ 第１４８号　（6）令和６年８月



広　報　う　る　ぎ 第１４８号（7）　令和６年８月



広　報　う　る　ぎ 第１４８号　（8）令和６年８月

　７月11日（木）文化交流センターぶなの木において、夏の交通安全やまびこ運動出発式を開催しまし
た。長野県警察の白バイやパトカーなどの警察車両によるパレード、清水秀樹村長の挨拶の後、車両部隊
が街頭活動へと出発し、交通事故防止を呼びかけました。

　車両部隊出発後、長野県警察と交通安全協会の皆さまによる街頭啓発活動が行われました。途中で雨が
降り出したため10分程で終了となりましたが、交差点を通行したドライバーの方々に交通事故防止を呼
び掛けていただきました。

　出発式の最後には、長野県警察音楽隊によるミニコンサートが開催されました。大勢の方が来場され、
音楽隊の演奏やカラーガード隊のパフォーマンスを楽しんでいました。

　今年は南信州地域において交通事故が多発しています。横断歩道歩行者優先や自転車のルールの遵守、
高齢者の交通事故防止、悪質・危険な運転の根絶等、ドライバーの皆さんは、より一層の安全運転をお願
いします。

交通安全やまびこ運動出発式開催

出 発 式

啓発活動

音楽隊ミニコンサート



広　報　う　る　ぎ 第１４８号（9）　令和６年８月 広　報　う　る　ぎ 第１４８号（9）　令和６年８月

　飯田下伊那８病院共催で、看護職の再就職支援研修を実施します。多くの
皆様のご参加をお待ちしております。お気軽にお問い合わせください。

長野県看護協会主催『看護職 再就職支援研修』のお知らせ

【日　　程】　9月19日・26日・10月３日・10日　４日間コース
【時　　間】　午後1時30分～４時30分
【会　　場】　飯田市立病院　講義室　他
【対　　象】　看護師、助産師、保健師、准看護師の有資格者で、現在看護職

に就いていない方または既に就業していて受講を希望される方
【受 講 料】　無料
【託　　児】　あらかじめご相談ください
【内　　容】　9月19日　講義(最近の医療・看護・感染管理・看護倫理)など
　　　　　　9月26日　講義(医療安全)心肺蘇生法など
　　　　　　10月３日　実技演習(採血・注射・経管栄養・吸引・血糖測定)など
　　　　　　10月10日　講義(褥瘡皮膚ケア・認知症看護)など
【申込締切】　9月５日(木)
【申込・問い合わせ】　申し込み用紙にご記入いただきFAXするか、お電話にてお申し込みください
　　　　　　　　　　飯田病院　看護部　篠田・片桐　※平日午前8時30分～午後５時00分
　　　　　　　　　　TEL 0265－22－5150㈹　　FAX 0265－22－3988
【共同開催施設】　飯田市立病院・健和会病院・輝山会記念病院・県立阿南病院・下伊那厚生病院・
　　　　　　　　下伊那赤十字病院・瀬口脳神経外科病院・飯田病院

熱 中 症 に 気 を 付 け ま し ょ う
　夏は熱中症が最も多くなる季節です。熱中症患者のおよそ半分は65歳以上の高齢
者です。体内の水分量が少なく、暑さやのどの渇きに対する感覚機能が低下している
ため、注意が必要です。また、こどもは体温を調節する働きが未発達であることや、
自ら予防行動を取ることが難しいため、周囲の大人の配慮が必要です。

症 状
　高温・多湿の環境に長時間
いると、大量の発汗により体
の水分や塩分のバランスが崩
れてしまいます。また、体温
調節がうまく働かなくなり、
体内に熱がこもることで下記
のような症状が現れます。

◦めまい
◦立ちくらみ
◦生あくび
◦大量の発汗
◦筋肉痛
◦筋肉のこむら返り

熱中症予防のポイント
①水分補給
◦水分は１日あたり1.2ℓ飲みましょう。
◦運動しなくても、暑い日は汗をかくのでのどが渇く前にこまめに水分
をとりましょう。
◦スポーツドリンクや、塩あめなども上手に使いながら適切に塩分補給
もしましょう。
②暑さを避ける
◦室内では我慢せず扇風機やエアコンを使用しましょう。
◦屋外では日傘や帽子を着用し、直接暑さにさらされないようにしま
しょう。
◦衣類は通気性、速乾性、吸湿性のある衣服を選びましょう。
◦遮光カーテン、すだれ、打ち水を活用しましょう。
◦保冷材や冷たいタオルなどでからだを冷やすようにしましょう。
③健康な体をつくる
◦バランスの良い食事と睡眠をとりましょう。
◦疲れを感じたら無理をせずに休みましょう。



広　報　う　る　ぎ 第１４８号　（10）令和６年８月

　村内外から昨年を上回る約220人の釣り
人が訪れました。

５
月
26
日
・
27
日

う
る
ぎ
自
然
休
養
村
渓
流
釣
り
祭
り

　核兵器根絶を願って「平和の火リレー」
を行っている自治体職員の皆さんが売木村
に訪れました。

７
月
10
日

反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー

　長野県警察の白バイやパトカーなどの警
察車両によるパレード、街頭啓発活動、長
野県警察音楽隊によるミニコンサートが開
催されました。

７
月
11
日

交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動
出
発
式

　村内各地区で刈払い等を行いました。

７
月
19
日

環
境
整
備

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、

将
来
的
に
移
住
者
が
増
え
る
こ
と

を
見
据
え
、
関
係
人
口
（
村
内
外

と
の
繋
が
り
人
口
）
を
増
や
す
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。
私
自
身
売

木
村
に
来
て
ま
だ
間
も
な
く
分
か

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
の
た
め
、
ま

ず
は
い
ろ
い
ろ
な
場
所
や
活
動
に

関
わ
り
、
売
木
村
の
こ
と
や
人
を

知
る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

松ま
つ

尾お

　智と
も

美み

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

新
職
員
紹
介

（
７
月
１
日
付
）

　毎年、おもちゃ花火の誤った使用方法による事故が
起きています。また、動物駆逐用煙火の使用による下
草火災も発生しています。花火を取扱う際は、ルール
やマナーを守り安全に使用しましょう。詳しくは右の
２次元コードでご確認ください。

花火はルールを守って取扱いましょう！

おもちゃ遊び
（公益社団法人日本煙火協会HP）

動物駆逐用煙火
（農林水産省HP）

人 

事 

異 

動

退
職

　

渡
邉（
重
見
）高
好


